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政府より新型コロナウイルス感染症に伴う緊急事態宣言が解除され、各団体では「うつらない・

うつさない」ように留意しながら活動を再開しています。今回のぼらっとでは、元気に活動してい

る町内ふれあいサロン等ボランティア団体の活動をご紹介いたします‼
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緊急事態宣言の解除後も、「感染への不安」を拭うこと

が出来ず、各団体では活動の自粛が続いていました。

町ボランティア活動センター（以下、町ＶＣ）にも「集

まることができなくて寂しい」「今までどおり活動できる

のか」「他のサロンではどうしてるの」等、様々な声が寄

せられていました。

また、町ＶＣとしても外出自粛による高齢者の身体機能

の低下や「人と人との心の距離が離れてしまう」こと

による地域力低下への懸念がありました。

そのような中、各団体では感染の危険性と開催したいと

いう気持ちの間で揺れながらも、感染防止策を取り入れて

徐々に活動を再開していきました。

町ＶＣがそれぞれの活動の場へお邪魔させていただくと、

活動を再開したどの団体でも、今まで会えなかった時間を

取り戻すかのように、「元気だったか～」とお互い近況を

報告し合い、久々に皆で集まれることの喜びを分かちあっ

ていました。

帰るころには皆さん満足げな様子で「顔を合わせるこ

と」「声を出して笑うこと」の大切さを再認識したよう
でした。

現在、それぞれが感染症に対して工夫を凝らし、参加す

る者同士が活動における留意点を共有しながら活動を展開

しています。町ＶＣでも住民の皆さんの声を大切にしなが

ら、活動のお手伝いをさせていただきます。

★マスクの着用

★消毒の徹底 ★こまめな換気★密集を避ける★短時間での活動

★健康チェック

どんなことに留意して活動してるの？

公民館の中で活動するので

はなく、地域の一人暮らしの

お宅へ訪問して、お話や見守

り活動など工夫して活動をし

ています‼

★熱中症予防★参加者の把握

こんなサロン活動も

裏面もご覧ください‼

活動の様子を掲載しています♪

久々の再開に笑顔が溢れます♪

男性陣も活動再開を心待ちに♪
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ステキな季節のプレゼント♪

ふれあいサロン雫の会（赤滝）の代表、高橋一男

様より素敵な季節のプレゼントをいただきました‼

毎年、手作りした四季折々の作品を、町総合福祉

センターへ届けてくださり、職員一同感動しており

ます。いつもありがとうございます‼

上町三行政区には単独の公民館がなく、中古の

コンテナを「コミュニティハウス」としてふれあ

いサロン活動等を行っていました。

今回のコロナウイルス感染症対策として「密

接・密集・密閉」に留意が必要となり、サロン開

催が困難となっていました。

町内会で話し合い、「拠点の整備を町内会の手

作りで取り組もう」と声が上がり、資材等購入の

ため特定非営利活動法人岩手ボランティア育成会

より助成金の交付をいただき、リノベーションが

スタートしました‼「活動ができない」と嘆くの

ではなく、「どうやったら活動が可能になるか」

を地域で知恵を出し、前向きに活動を行っている

素晴らしい地域力を感じさせていただきました‼

春には満開の桜

年始を飾る門松夏は涼を感じる朝顔

よーく見ると隠れた

小鳥が♪

活動再開のスナップ写真‼皆さん思い思いに楽しんでいます‼

固まった体をほぐします！

お花を飾って会場を華やかに

旅行には行けなくても、

日本パズルで旅行気分♪

距離をとって魚釣りゲーム

「皆で解体作業中」

「着々と進む作業」 「完成‼」

「改築前の様子」

・「ふれあいサロンの開催を

心待ちにしていた」

・「会う機会がないと皆のこ

とが気になるし、寂しい」

・「集まることは本当に大切

だと感じた」

・「短い時間でも顔を合わせ

る事に意義があると思う」


